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は
じ
め
に

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
は
昭
和
五
六
年

(
一
九
八

一
)

に
設
立
さ
れ
、
今
年

は
数
え
で
す
と
二
〇
年
、
満

で
数
え
ま
す
と

来
年
が
二
〇
年

に
な
り
ま
す
。

二
〇
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
の
機
会

に
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
所

の
活
動
を
振
り
返
り
、
研
究
所
の
現

状
と
将
来
を
展
望
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考

え
、
今
年
度

と
来
年
度

の
講
座
を
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
設
立
二
〇
周

年
を
記
念
す
る
講
座
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ご
承
知

の
よ
う

に
、
本
研
究
所
は
大
正

一
四
年

(
一
九

二
五
)
に
澁
澤
栄

一
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
穂
積
陳
重
、
石
黒
忠
篤
、
柳
田
國

男
ら

の
学
問
的
影
響
を
う
け
た
澁
澤
敬
三
が
集
め
た
生
物

の
標
本
、
郷
土
玩
具
な
ど
の
民
具
を
自
邸

の
物
置

の
屋
根
裏

に
集
め
、
ア
チ

ッ

ク

こ
こ
ユ
ー
ゼ
ア
ム

(屋
根
裏
博
物
館
)
と
名
づ
け
同
好
の
士
と
と
も

に
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
二
〇
年

の
本
研
究
所

の
活
動
を
過
去

か
ら
現
在

に
い
た
る
流
れ

の
な
か
で
振
り
返

り
、
将
来
を
展
望
す
る
た
め
に
は
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
設
立
当
初
か
ら
研
究
所
を
主
宰
し
て
き
た
澁
澤
敬
三
の
意
思
と
研
究
所
の
活
動
を
振
り
返

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば

な

り
ま
せ
ん
。
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旧
研
究
所
を
神
奈
川
大
学

に
招
致
し
、
研
究
所
を
再
建
す
る
仕
事
を
引
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
私
は
、
ま
ず
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の

活
動
を
ご
く
粗
く
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
本
学

へ
の
旧
研
究
所

の
招
致
が
確
定
し
た

一
九
八

一
年

一
二
月
二

一
日
発
行

の

『神
奈
川
大
学
通
信
』
第

=
二
六
号

に

「
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
招
致

に
あ
た

っ
て
i

I
そ

の
歴
史
と
業
績
」

(
の
ち
に

『歴
史

と
民
俗
』
創
刊
号
、

一
九
八
六
年
、
卒
凡
社
)

に
論
述
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略

い
た
し
ま
す
。

そ

こ
で
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
学

に
招
致
す
る
以
前

の
旧
研
究
所

の
活
動
は
大
き
く
分
け
ま
す
と
、
次
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
と
思

い
ま
す
。

一
つ
は
、
古
来

の
日
本

の
常
民
文
化

(民
俗

・
民
具
)
が
急
速

に
滅
ん
で
行
く
状
況

に
か
ん
が
み
、
日
本
人

の
生
活
技
術
の
根
拠
と
な

っ
て
き
た
各
種
の
生
活

.
生
産
用
具

(民
具
)
お
よ
び
民
俗
を
蒐
集
保
存
し
、
技
術

の
日
本
的
伝
統
を
正
し
く
理
解

す
る
道
を
確
立
す
る

こ
と
を
意
図
し
、
日
本

に
お
け
る
民
俗
学
、
特

に

マ
テ
リ
ア
ル

・
カ
ル
チ

ュ
ア

の
研
究
、
民
具
学
の
発
展

に
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
、

一
連

の
研
究
活
動

で
す
。

二

つ
め
は
、
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
)

に
伊
豆
内
浦

の
漁
民
資
料

の
発
見
を
契
機

に
、
旧
研
究
所

の
な
か
に
漁
業
史
研
究
室
を
新
設
し
、

以
後
、
精
力
的

に
す
す
め
ら
れ
た
漁
業

.
漁
民

・
漁
村
を
は
じ
め
と
す
る
漁
業

に
か
か
わ
る
研
究
で
す
。
両
者
と
も
当
時

は
こ
の
国

の
歴

史
学
や
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
世
界

で
は
あ
ま
り
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
な

い
研
究

で
あ

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
研
究
は
、
本
研
究
所
を
招
致
す
る

に
当

っ
て
、
旧
研
究
所
の
理
事
長
と
本
学
理
事
長
と
の
間

で
と
り
交
し
た

『覚
書
』

の

第

四
条

二
項
に
①
民
俗

に
関
す
る
調
査
、
②
民
具
の
調
査
と
蒐
集
、
③
農
山
漁
村

と
農
林
漁
業
資
料

の
調
査
蒐
集
、
④
其
他
常
民

に
か
か

わ
る
生
産
技
術

の
調
査
、

と
し
て
活
動
を
引
継

ぐ
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
年
に
お
よ
ぶ
本
研
究
所

の
活
動
を
振
り
返
る
に
当
り
、
今
年
度

は
漁
業

に
か
か
わ
る
研
究
を
、
来
年
度

は
民
具
に
か
か
わ
る
研
究

を
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
私

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
旧
研
究
所
以
来
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
漁
業

・
漁
民

・
漁
村

に
か
か
わ
る
研
究
を
、
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わ
が

国

に
お
け

る
漁

業

・
漁
民

・
漁
村

研
究

の
流

れ

の
な

か
で
振

り
返

り
、
位

置
付

け
、
残

さ
れ

た
課

題

を
今
後

の
研
究
方

向

と

し

て
明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
あ

る

と
思

い
ま

す
。

も

ち
ろ
ん
、

こ
う

し

た
大
問
題

を
、
本

研
究

所
を

主
宰

す

る
ま

で
は
ま

っ
た
く
門
外

漢

で
あ

っ

た
私

に
で
き

る
は
ず

は
あ

り
ま

せ
ん
。

こ
こ
で
は
日
本

常
民

文
化

研
究

所
を
引

受

け
、
研
究

所

の
再

建

に
努

力
を

か
た
む

け
、

悪
戦

苦
闘

す

る
な

か
で
み
え

て
き

た
日
本
常

民
文

化
研
究

所

の
漁
業
研

究

の
歴
史

を

わ
が
国

の
漁
業
史

研
究

を
振

り
返

る

一
つ
の
素
材

と

し

て
提
供

す

る

こ
と

に
い
た

し

ま
し
た
。
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一

漁
業
史
研
究
前
史

わ
が
国
の
漁
業

・
漁
民

・
漁
村
研
究

に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
澁
澤
敬
三
が
設
立
し
た
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

(日
本

常
民
文
化
研
究
所
)
に
お
け
る
研
究

に
あ

っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特

に
昭
和
七
年

(
一
九
三

二
)
に
澁
澤
敬
三
が
病
気
療
養

の
た
め
豆
州
三
津

の
松
濤
館

に
長
期
滞
在
し
、
内
浦
六
ヶ
村

の
漁
民
史
料
を
発
見
し
、
内
浦
の
大
川
四
郎

左
衛
門
家

か
ら
そ

の
史
料

の
寄
贈
を
受
け
、
そ
の
史
料

の
整
理

・
刊
行

に
着
手
し
、
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム
内

に
漁
業
史
研
究
室
を

設
け
た
こ
と
は
、
そ
の
後

の
漁
業
史
、
漁
村
民
俗
の
研
究

に
決
定
的
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

漁
業
経
済
史

の
研
究
領
域
で
最
も
貴
重
な
業
績
を
あ
げ
、
わ
が
国

の
漁
業
史
研
究

の
基
礎
を
き
ず

い
た
羽
原
又
吉
が
、
漁
業
経
済
史
と

い
う
講
座
を
慶
応
大
学

に
開
講
し
た
の
は
昭
和

一
七
年

(
一
九
四
二
)
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
漁
業
経
済
史
が
わ
が
国

に
お
い
て

ア
カ
デ
ミ
ー

の
講
座

と
し
て
開
設
さ
れ
た
最
初

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
羽
原
又
吉
の
漁
業
史
研
究
も
澁
澤
敬
三
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
澁
澤
敬
三
と
ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
の
漁
業
史
研
究
室
を
中
心
と
し
た
研
究
が
始

め
ら
れ
る
以
前

に
は
漁
業
や
漁
村

に
関
す
る
研
究
は
ま

っ
た
く
な
か

っ
た

の
で
し

ょ
う
か
。
確

か
に
漁
業
史
と
銘
打

っ
た
研
究
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
漁
業

に
関

す
る
調
査

報
告
や
研
究

は
か
な
り
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究

の
展
開
の
前
提
と
な
り
ま
し
た
、
漁
業
史

.
漁
民
研
究
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の
前
史

に
つ
い
て
ま
ず
考
え
て
み
た

い
と
思

い
ま
す
。

明
治
以
来

の
漁
業

に
対
す
る
研
究
を
大
ざ

っ
ぱ
に
考
え

て
み
ま
す
と
、
明
治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
頃

か
ら
ぽ

つ
ぽ

つ
漁
業

に
関
す
る

研
究
が
現
れ
て
き
ま
す
。
明
治

一
〇
年
前
後

は
明
治
八
年

(
一
八
七
五
)

に
地
先
海
面

の
公
有
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
漁
民
達
が

争

い
な
が
ら
作
り
あ
げ
て
き
た
漁
業
秩
序
が
崩
さ
れ
、
漁
民
間

の
漁
場
を
め
ぐ
る
争

い
が
再
燃
し
、
明
治
九
年

に
は
再
び
旧
慣
先
規

の
原

則
に
戻
す
処
置
が
採
ら
れ
た
時
期

で
あ
り
ま
す
。
明
治
八
年

の
地
先
海
面
の
公
有
化
は
漁
業

の
近
代
化
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を

持

っ
た
時
期

で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

次

に
漁
業

の
近
代
化
、
あ
る

い
は
近
代

の
漁
業
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
劃
期
に
な

っ
た
の
は
、
明
治

一
九
年

(
一
八
八
六
)

に
漁
業

組
合
準
則
が
発
布

さ
れ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
組
合
準
則
は
そ
の
後
も
漁
業
、
漁
業
制
度

の
展
開

に
重
要
な
意
味
を
持
ち

つ
づ
け

ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
明
治

八
年

の
地
先
海
面
の
公
有
化
、
明
治

一
九
年

の
組
合
準
則
の
成
立

の
意
味
を
、
漁
業
、
漁
民

の
変
化

の

な
か
で
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
、
漁
業
史
研
究

に
と

っ
て
極

め
て
重
要
で
す
。
現
在
、
私
も
こ
の
点

に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な

っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
明
治

一
〇
年
代
、
特

に
明
治

一
八
年

(
一
八
八
五
)
頃
か
ら
農
商
務
省
水
産
局

に
お
い
て
様

々
な
漁
業

の
実
態
調
査
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
調
査
が
明
治

一
〇
年
代

の
漁
業
、
漁
村
を
め
ぐ
る
情
況

の
変
化

と
関
連
す
る
か
は
現
在
必
ず

し
も
は

っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
頃
か
ら
漁
業

に
関
す
る
実
態
調
査
が
国

の
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
漁
業

の
実
態
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
素
材
を
提
供
し
た

『
日
本
水
産
捕
採
誌
』
は
明
治

一
六
年

(
一
八
八
三
)

に
東
京
上
野

で

開
催
さ
れ
た

「第

一
回
水
産
博
覧
会
」
を
契
機

に
明
治

一
九
年

に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
八
年

(
一
八
九
五
)

に
刊
行

さ
れ
ま
し

た
。
明
治
二
八
年

に
刊
行
さ
れ
た

『
日
本
水
産
製
品
誌
』
も
明
治

一
六
年

に
開
催

さ
れ
た

「第

一
回
水
産
博
覧
会
」
を
契
機

に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

こ
の
二
書

は
明
治
以
前

の
漁
具

.
漁
法
、
魚
類

の
加

工
技
術
を
今

日
に
伝
え
る
貴
重
な
文
献

で
す
。

こ
の
ほ

か
、
『水
産
戸

察
調
査
報
告
書
』
全

一
〇
巻
や
当
時

の
漁
業

の
実
態
を
知
る
貴
重
な

『
水
産
事
項
特
別
調
査
』
も
明
治
二
〇
年
代

に
水
産
局

に
よ

っ
て
作
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製

さ
れ

た
調
査
報
告

書

で
す
。

以
上

の
よ
う

に
、
明
治

一
〇
年
代

か
ら
三
〇
年

に
か
け

て
農

商
務

省
水

産
局

に
よ
る
漁
業

に

か
か
わ
る
実
態

調
査

が

お

こ
な

わ
れ

て
き

ま
し

た
が
、

二
〇
年
代

以
降

に
な
り

ま
す
と
県

に
よ

る
漁
業

の
実

態
調

査
も

お

こ
な
わ

れ

て
ま

い
り

ま
す
。

明
治

八
年
以
降

、
漁
業

権

の

附
与

は
各
地

の
漁
業
組

合

を
対
象

と
し

て
お

こ
な

わ

れ
、

漁
業
権

な
ど

の
認

可
業
務

が
県

に
委

任

さ
れ
た

こ
と

と
関

係

し

て

い
る
と
思

わ

れ
ま

す
。

私

は
現
在

、
沼
津

市
史

の
漁

村
編

の
編
纂

に
参

加

し

て

い
ま
す
が
、

沼
津

市
域

の
漁
村

を
含

む
静

岡
県

全
体

の
漁
村

.
漁
業

の
実
態

調

査

が
明

治

二
四
年

(
一
八
九

一
)
頃

か
ら
始

め
ら

れ

て

い
ま
す
。

こ

の
調

査

は
静
岡

県
漁
業

組
合

に
属

す

る
熱
海

村

か
ら
浜
名

湖
周

辺

の

村

を
含

む
海
付

の
村

の
農
業

・
林
業

を
含

む
生
産

概

況

と
漁

業

の
漁

具

・
漁
法

、
漁

獲
物

な

ど

の
概

要

を
調

べ
た
も

の
で
あ
り
、
高

橋
與

作

を
中

心

に
ま

と
め
ら

れ
、

各
村

の
漁
業

組
合

長
、

幹
事

、
総
代

等

に
よ

り
校

正

さ
れ
、

さ

ら

に
大

日
本
水
産
会

の
学
芸

委
員

の
校

閲

を

へ
て

『静

岡
県
水
産

誌
』

と

し

て
明

治

二
七
年

に
刊

行

さ

れ
て

い
ま
す
。

こ

の
作
成

過
程

を

み

ま
す
と
、

こ
の
時
期

の
漁
業

.
漁
村

の
実

態
調

査

が
重

視

さ
れ

て

い
る

こ
と
が
解

り
ま
す
。

静
岡

県
漁
業

組
合

取

締

所

で
は

こ

の
調

査

と
並

行

し

て
漁
場

の
調
査

を
実

施

し
、

『
静

岡

県
漁

場
図
解
説

書

全

』

を
明

治
三

九
年

(
一
九
〇

六
)

に
発
行

し

て

い
ま
す
。

こ
の
漁

場
図
解

説
書

は

『沼

津
市
史

叢
書

一
』

と
し

て

一
九

九

三
年

に
再
刊

し
、

そ

の
解

説

を
私
が

書

い
て
お
り
ま

す

の
で
参

考

に
し

て

い
た

だ

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

と
も

あ

れ
、

こ

の
時

期

に
は
県

段
階

の
漁

業

の
実

態

調
査

が

お

こ
な

わ

れ
、

『安

房

郡

水

産

沿

革

誌
』

(大

正

三
年

〈
一
九

一
四
〉
)
、

『樺

太

漁

業
制

度

の
沿

革
』

(大

正

五

年

〈
一
九

一
六
〉
)
、

『福

島

県

西

田

川
郡

水

産

誌
』

(大

正

五
年

)
、

『筑

豊

沿

革

誌
』

(大

正

六

年

〈
一
九

一
七
〉
)
、

『水
産

の
焼

津
』

(大

正

六
年

)
、

『焼
津

水
産

沿
革
史

』

(大

正

八
年

〈
一
九

一
九

〉
)
、

『新

潟
県
水

産
誌

』

(大

正
八
年

)
、

『南

豆
水

産
誌
』

(大
正

九
年

〈
一
九

二
〇
〉
)
、

『沖

縄

県
漁

業
組

合

聯
合

会

沿

革
』

(大
正

一
〇
年

〈
一
九

一
=

〉
)
、

『富

山

県
水

産
誌

』

(大
正

=

年

〈
一
九

二

二
〉
)
、

『香

西
漁

業
史

』

(大

正

=

年

)
、

『
田
辺

漁
業

小

史
』

(大

正

一
四
年

〈
一
九

二

五
〉
)
、

『京

都

魚
市

場

の
沿

革
』

(大

正

一
五

年

〈
一
九

二
六
〉
)
、

『高

知

県

鱒

網

漁
業

誌

』

(昭
和

三
年

〈
一
九

二

八
〉
)
、

『鯨

漁

業

参

考

資

料
』

(昭

和

四
年

10$



漁業における歴史と民俗

〈
一
九

二
九
〉
)
、
『
三
重
県
定
置
鱒
網
漁
業
誌
』

(昭
和
四
年
)
、
『富
津
漁
業
組
合
資
料
』

(昭
和
五
年

〈
一
九
三
〇
〉
)
、

『本
邦

ト

ロ
ー

ル

漁
業
小
史
』

(昭
和
六
年

〈
一
九
三

}
〉
)
な
ど
が
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
正
末

か
ら
昭
和
期

に
な
る
と
単
な
る
実
態
調
査
ば
か
り
で
な
く
、
楠
美

一
陽

の

『豊
浦
郡
水
産
史
料
』
や
香
西
漁
業
組
合
が
刊
行
し

た

『
香
西
漁
業
史
』
な
ど
、
各
漁
村
を
廻
り
、
漁
業
制
度
や
機
関

に
関
す
る
史
料

の
収
集
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
昭
和
初
期

に
は
田
村
浩

の

『農
漁
村
共
産
体

の
研
究
』

(昭
和
六
年
)
、
岡
本
清
造

の

「
焼
津
鰹
漁
業

に
お
け
る
船
仲
間
組
織
」

(
『経
済
論
叢
』
三
-

四

・
五
、
昭
和

七
年
)
な
ど
漁
業
発
展

の
理
論
的
把
握

を
試

み
た
論
文
も
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
日
本

の
漁
業
史
研
究

の
第

一
人
者

と
な

っ
た
羽
原

又
吉
が

「
土
佐
捕
鯨
網
漁
法
」
を

『社
会
経
済
史
学
』

に
発
表
し
た
の
も
昭
和

八
年

(
一
九
三
三
)

の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う

に
大
正
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
漁
業

の
発
達
、
漁
業
経
済
史

に
関

す
る
研
究
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
契
機
と
し

て
、
揖
西
光
速
は
大
正
五
年

に
帝
国
海
事
協
会

お
よ
び
大
日
本
水
産
会
が
共
同
主
催
し
た
海
事
水
産
博
覧
会

の
開
催

に
際
し
て
、
岸
上
鎌

吉
が
漁
業

の
発
達

に
関
す
る
系
統
的
研
究

の
必
要

と
、
広
く
資
料

の
蒐
集
を
提
唱
し
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

岸
上
鎌
吉
は

「
本
邦
漁
業

の
発
達

に
関

す
る
系
統
的
研
究
」

(
『水
産
界
』
第

四
〇
〇
号
)

に
お
い
て

「今
や
我
国
の
漁
業

は
種

々
の
点

に
於

て
異
常

の
発
達
を
来
た
し
稽
々
水
産
国
た
る
の
名
を
辱

め
ざ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
が
、
此

の
水
産
国

に
し
て
、
系
統
的

に
漁
業

の

沿
革
を
詳

か
に
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
状
態

に
在

る
は
甚
だ
遺
憾

な
り
と
云
は
ざ

る
を
得
ぬ
、
…
…
概
括
的
の
沿
革
は
稽

々
正
確
に
認

め

得

る
の
で
あ
る
が
、
唯
各
時
代
其

も
の
に
就
き
詳
細
な
る
沿
革

は
固
よ
り
時
代
と
時
代
と
の
過
渡
期
を
通
じ
、
始
終

↓
貫
し
て
當
時

の
漁

業

の
状
況
を
系
統
的

に
学
術
的

に
窺
ひ
得
る
事
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
之
れ
は
確
か
に
我
が
水
産
界

の

一
訣
点

で
あ

る
と
信
ず
る
、
…
…

要
す
る
に
我
が
漁
業

の
沿
革
を
系
統
的

に
閲
明
す
る
と
共

に
、
又
旧
来

に
採
る

べ
き
も
の
を
採
り
、
現
今
漁
業

の
参
考
た
り
刺
戟
た
ら
し

む
る
の
意
味

に
於

て
海
事
水
産
博
覧
会

の
如
き
好
機
会
を
幸

ひ
、
能

ふ
だ
け
多
く
の
資
料
を
及
ぶ
だ
け
広
く
蒐
集
す

べ
き
こ
と
、
海
事
博

に
対
す
る
我
輩

の
希
望
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

こ
の
岸
上

の
提
言
以
降
、
漁
業
史
料
集

と
し

て
注
目
さ
れ
る

『香
西
漁
業
史
』
や

『安
房
郡
水
産
沿
革
史
』

『豊
浦
郡
水
産
史
料
』
が
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刊

行

さ
れ
、
先

に
あ
げ

た
岡
本
清

造

の
論

文

や
羽
原

又
吉

の

「
土
佐
捕

鯨
網
漁

法

」

な
ど
が
学
術

誌

に
発
表

さ

れ

て

い
ま
す
。

こ

の
よ

う

に
み

て
き
ま
す

と
、
澁

澤
敬

三
が

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム
に
漁
業

史

研
究
室

を
開
設

し
、
漁
業

.
漁
村

.
漁

民
研
究

に

力

を
入

れ
る
以
前

に
漁
業

に

か
か
わ
る
研

究

が
あ

っ
た

こ
と
を
漁
業
史

学
史

的

に
検

討
し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
と
思

い
ま

す
。

実

は

こ
れ
ま
で

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
以
前

に
日
本

は
四
辺
を
海

に
囲

ま

れ
魚
食
民

族

な
ど

と
言

わ
れ

て
き
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

漁
業

に

つ
い
て
は

ほ
と

ん
ど
研
究

さ
れ

て

い
な

い
、

あ

ま
り
関

心
が

な

か

っ
た
、
澁

澤

敬
三

に
よ

っ
て
漁
業

に
関

す

る
研
究

の
道

が
開

か

れ
て
き

た
と
言

わ
れ

て
き
た

し
、
私

も

そ

の
よ
う

に
思

っ
て
き

ま
し
た
。
今

回
、

明
治

以
降

の
漁
業

に
関
係

し

た
研
究

(そ

れ
が
学
問

と

言

え

る
か
否

か
は
別

に
し

て
)
を
検

討

し

て
み
て
、

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
前
史

を
検
討

し
な

お
さ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
と
感

じ
た

次

第

で
す
。
近
年

、

新

し

い
歴
史

を
創

造

す
る

こ
と
を
急

ぐ
あ

ま
り
、
十

分

の
検

討

を
加

え
な

い
で
常
識

を

つ
く

り
、

そ
れ
を
批

判
す

る

と

い
う
傾
向

が
散
見

さ
れ
ま

す
が
、
漁

業
研
究

に

お
け

る
澁
澤

敬

三
や

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム

の
果

た
し
た
役

割

を
際
立

た
せ

る
こ

と

に
集
中

し
す
ぎ

た
あ

ま

り
、

客
観

的

に
澁
澤
敬

三

と
ア
チ

ッ
ク

こ

こ
ユ
ー
ゼ

ア

ム

に
お
け
る
漁
業

.
漁
業

史
研
究

を
位

置
付

け

る

こ
と

を

お
こ
た

っ
て
き
た

と

の
思

い
を
今

、
感

じ

て

い
ま
す
。

と
こ

ろ
で
、

そ

の
頃

の
漁

業

に
か
か
わ

る
実

態

調
査

や
研

究

を

み
て

い
ま

す

と
、

羽
原

又
吉

の
初
期

の
研
究

を
含

め

て
、

そ

の
背

景

に

は
漁
業

資

源
論

的

問
題

意
識

が
あ

る
よ
う

に
感
じ

ら

れ
ま
す
。

明
治

四
四
年

二

九

一
一
)

三
月

に
農

商
務

省
水
産

局

よ
り
公
刊

さ

れ
た

『漁
業

ト
林

業

ト

ノ
関
係

調
査

』

は
魚

付
林

の
所

在

・
林

種

・
反

別
、
森

林

の
繁

茂

荒
廃

に
よ

る
漁

獲
量

の
増

減

の
実

態

を

調
査

し

た
、

当

時

の
問
題
意
識

に
資

源
論

的
視

点

が
あ

る
こ

と
を

示
す
好

例

で
は

な

い
か
と
思

い
ま
す
。

私

が
子
供

の
頃

、
夏
休

み
を
過

し

た
九
十

九
里

の
鰯
地
曳

網

で
に
ぎ

わ

っ
て

い
た
九
十

九
里

浜

の
に
ぎ

わ

い
も
、
学

生
時
代

を
過

し

た

伊
豆

田

子

の
鰹
漁

業
、

鰹
節

の
加

工

で

に
ぎ

わ

っ
た
伊
豆

田

子

の

に
ぎ

わ

い
も
、
今

は
ま

っ
た
く
見

る

こ
と
は

で
き
な

い
。

そ

の
変

化

は

私
達

に
何

を
語

ろ
う

と
し

て

い
る

の
で
し

ょ
う

か
、
漁
業

の
近

代
化

、
生

産
力

の
発
展

が
乱
獲

と
資

源

の
枯

渇

を
も

た
ら
す
状

況

の
も

と

で
は
、
資

源
論

的
視

点
を
内

包

し

て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
明
治

・
大

正
期

の
研

究

を
見

な

お
す
必
要

が
あ

る
よ
う

に
感

じ

て

い
ま
す
。
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二

漁
業
史
研
究
と
澁
澤
敬

三

前
節

に
お

い
て

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム
以
前

の
漁

業

に
関

す

る
研
究

を
概
観

し

て
き

ま
し
た
。

そ

の
結

果
、

明
治

以
来
・

国
や
県

に
よ

る
漁
業

の
実
態

調
査

が
精

力

的

に
お
こ
な

わ

れ
、

大

正
末
、

昭
和
初

期

に
は
漁
業

史
、

漁
業
経

済

に

つ
い
て
の
学

術
研

究
も

現
れ

て

き

た

こ
と
を
明

ら

か
に
し

ま
し
た

。

こ

の
漁
業

に
関

す
る
学

術
研
究

、
特

に
漁
業

史
研
究

の
そ

の
後

の
発
展

に
重

要
な
役

割

を
果

た
し
た

の
が

澁
澤
敬

三

が
主
宰

し

て

い
た
、

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム
と
そ

こ
に
設

け
ら

れ
た
漁
業
史

研
究

室

の
研
究

活
動

で
す
。

澁
澤
敬

三

と

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ァ

ム

の
漁
業

史
研
究

を
振

り
返

る

た
め

に
、

ま
ず

そ

こ

で
の
活

動

の
概
要

を

み
る

こ
と
に
し
ま

し

ょ
う
。

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

で

の
漁
業

に
か

か
わ

る
研
究

が
始

ま

っ
た

の
は
、

す

で
に
指
摘

し

た

よ
う

に
昭

和
七
年

に
澁

澤
敬

三
が
豆

州
内

浦

の
大

川

四
郎

左
衛

門
家

の
史

料

を
発

見

し
、
そ

の
寄

贈
を
受

け

ア
チ

ッ
ク

こ
・、
ユ
ー
ゼ

ア
ム
内

に
漁
業
史

研
究
室

を
設

け
、

そ

の

資

料

の
整

理

と
史
料

化

を
始

め
た
時

か
ら

で
す
。

そ

の
成

果

は
昭
和

一
二
年

(
一
九
三
七

)

か
ら

一
四
年

(
一
九

三
九
)

に
か
け

て

『豆

州
内

浦
漁

民
史

料
』

三
巻

四
冊

に
ま

と
め
ら

れ
公
刊

さ
れ

ま
し

た
。

『豆

州
内
浦

漁

民
史
料
』

は
単

に
漁

村
史

、
漁
業
史

ば

か
り
で
な
く
・

土
地

制
度

、
財

政
史

、
貨

幣
金

融
史

な

ど

の
研
究

に
対

し
、
有

用

な
史
料

を
提
供

す

る
も

の
と
し

て
注

目

さ
れ
、
澁
澤

敬

三
は
本
書

の
編

纂

に
よ
り

日
本
農
学

会

か
ら

日
本

農

学
賞

を
授

与

さ
れ

ま
し

た
。
澁

澤
敬

三
は
昭

和

一
六
年

(
↓
九

四

一
)

か
ら

一
七
年

(
一
九

四

二
)

に

か
け

て

『式

内
水
産

物
需

給
試

考
』
、
昭
和

一
七
年

か
ら

一
九
年

に
か
け

て

『
日
本

魚
名

集
覧
』

三
巻

を
出

版

し

て

い
ま
す
。

『口
本
魚

名
集

覧
』

は

日
本

の
漁
業

史

を
扱

う
手

が

か
り

と
し

て
澁
澤

敬

三
が
著

し
た
も

の
で
す
が
、
後

に
金

田

一
春
彦

を

し
て
日
本

方
言

学

の
名

著

と
言

わ

し
め

た
も

の
で
す
。

こ

の
ほ

か
、

昭
和

=

一年

に
は

『近

江
国

野
洲
川

簗

漁

業
史

料
』

(祝
宮

静

考

註
)
、

昭
和

一
二
年

か
ら

=

二
年

に
か
け

て
、

『宇

和
島

藩
吉

田
藩
漁

村
経

済
史
料

』

(小
野

武
夫

編
)
、

『
宇
和

島
藩

漁
村
経

済
史
料

補
遺

』

(
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
編
)
、

『土
佐

室
戸

浮
津
組

捕

鯨
史

料
』

(ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
編

)
。

『
江
州

堅

田
漁

業
史
料

』

(喜

多
村

俊
夫

編
)

な
ど

の
漁
業

、
漁

村
、
漁

民

に
か
か
わ

る
史
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料
集

の
編

纂
あ

る

い
は
刊

行

を

「
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
彙
報

」

と
し

て
お

こ
な

っ
て

い
ま
す
。

こ

の
間

の
事

情

に

つ
い
て
は
、
今

回

の
講
座

で
も

お
話

し

い
た
だ

く

二
野
瓶
徳
夫

氏
が

『澁

澤
敬

三
著
作

集
』

全

五
巻

(卒

凡
社
、

一

九
九

二
年
～

一
九

九
三
年

)

の
第

二
巻

の
解
説

に
お

い
て
詳

し
く
述

べ
ら
れ

て

お
り

ま
す

の

で
、

こ
こ
で

は
問
題

点

だ
け
を
指
摘

す

る

こ

と

に

い
た
し
ま

す
。

澁
澤

敬
三

と
ア

チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム

の
漁
業

研
究

で
注

目

さ
れ
る
点

の
第

一
は
、

す

で

に
指
摘

し

た

『豆
州

内
浦

漁
民
史
料

』

の

編

纂

.
刊
行

に
袋

さ

れ

る
漁

業

・
漁

民

・
漁
村

史
料

の
蒐
集

編

纂

・
刊

行

を
績

極
的

に
す

す
め
た

.、
と

で
す
。

こ
れ

は
あ

る
立.蝶

で

は
明
治
期
以
来
、
農
商
務
省
水
産
局
や
県

で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
漁
業

・
漁
村

の
実
態
調
査
や
史
料

の
収
集
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え
ま

す
。こ

の
事
業

に
関
連

し

て
注
目

さ

れ
る

の
は
、

こ

の
事
業

を

す
す

め
る
過
程

で
小

野
武
夫

や
喜

多
村
俊

夫
、
吉

圖

口同
吉
、

伊
豆
川
浅

吉

、

揖
西
光
速
・
椿
嘉

一
郎
、
岩
倉

一
郎
等
編

纂
を
依
頼
し
、

こ
の
人
達

の
編

・
著
と
し
て
各
地

の
漁
業
史
料
集
、
漁
業
史

の
著
作
を
刊
行

し
、

彼

ら
を
優

れ

た
研

究
者

に
育

て
あ
げ

た

こ
と

で
す
。

こ

の
点

は
、
民
俗

・
民

具
研
究

分

野

に
お

い
て
も
顕
著

に
認

め
ら

れ

る
、

澁
澤
敬

三

の
業

績

の
重
要

な
部
分

で
す
。

こ

こ

に
み
ら

れ

る
業
績

は
漁
村

・
漁

民

・
漁

業

に
密
着

し
、

そ

の
実

態

に
即

し
た
地
道

な
研

究

を
方

向

づ
け

る
も

の
と
し

て
、

日
本
常

民
文

化

研
究
所

の
、

そ

の
後

の
活

動

に
お

い
て
も
着
実

に
継

承

さ
れ

て

い
る
と
思

い
ま
す
。

以

上

は
地
方

文
書
等

、

い
わ
ゆ

る
文
献

史
料

を
対

象

と
す

る
も

の
で
す

が
、

澁
澤

敬
三

の
業
績

に
は
地

方
文

書

の
調
査

.
史

料
集

の
編

纂

と
は
違

っ
た
文

献
史
料

と

の
か
か
わ

り
方

が
あ

り

ま
す
。

そ

れ
は
・
澁
澤

敬

三
が

『日
本
魚

名
集

覧
』

を
作

る
際

に

『延
喜

式
』

お
よ
び

そ
れ
以
前

の
古
文

献

か
ら
魚
名

を
探

し
求

め

て

い
る
過

程

で
・

そ

の
な

か

に
水
産

物

の
豊
富

で
多

様

な

フ」
と
、
水
産

物
需
給

の
状

況

が
示

さ
れ

て

い
る

こ
と

に
蕎

し
、

墓

記

.
日
奎

羅

.

万
葉
集

.
各
種
風
土
記

・
延
喜
式

・
和
名
類
聚
抄

・
新
撰
字
鏡
な
ど
の
古
文
献

・
古
記
録

か
ら
漁
具

.
漁
法

.
漁

民

の
事
績
な
ど
を
抽
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出

.
整
理
し
た
研
究

で
す
。

百

本
魚
名
集
篁

『
日
本
魚
名

の
研
究
』
、
特

に
延
喜
式
を
素
材

と
し
た

『式
内
水
産
物
需
給
試
考
』
は
そ

の
代
表
的
な
も

の
で
す
。

こ
う
し
た
漁
民

の
事
績
を
蒐
集
す
る
試
み
は
、
以
後
も
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
主
要
な
研
究
活
動
と
し
て
続
け
ら
れ
、
古
文
献

・
古

記
録
ば
か
り
で
な
く
、
各
種

の
漁
業
関
係
雑
誌
そ
の
他

の
文
献

か
ら
断
片
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
漁
民
の
籍

記
録
を
蒐
集
し
・
漁
業
史

研
究

に
不
可
欠
な
基
礎
領
域

の
開
護

備
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
汲
む
成
果
が
昭
和

三

年
頃

か
ら
大
西
伍

あ

担
当
で
始

め

ら
れ
た

百

本
漁
畢

績
隆

(昭
和
三
〇
年

〈
充

五
五
〉
)

で
あ
り
、
『明
治
前
日
本
漁
養

術
史
』

(昭
和

三
四
年

〈
一
九
五
九
〉
)

で
あ

り
ま
す
。

澁

澤
敬

三
と

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

の
漁
民

・
漁
業

の
事
績

の
蒐

集

・
研
究

は
、

こ
う

し
た
文
献

調
査

に
と
ど
ま

る
も

の
で
は
あ

り

ま

せ
ん
。
各
地

の
漁

村

を
歩

き
、

フ

ィ
ル

ド

マ

ク
を

通
し

て
漁
村

・
漁
民

、
漁
業

の
実

態
を

調
査

し
、

あ

る

い
は
漁
民

か
ら
直

接

聞

き

と
り
、

時

に
は
漁
民

に
日

々
の
生

業

や
生

活

を
記
録

さ

せ

て

い
ま
す
。

.」

.つ
し
た

研
究
方

法

は
漁

業
史

研
究
室

が
設

立

さ
れ

る
以

前
、

つ
ま
り

ア
チ

ッ
ク

・
三

↓

ア

ム
設

立
当
初

か
ら
民
俗
学

・
特

に

マ

テ

ィ
リ

ア

ル
カ

ル
チ

ュ
ア
ー
を
志
向

す

る
澁

澤
敬

三

の
問
題
関

心

に
も

と
つ
く

も

の
で
あ
り

、

そ
れ
が
漁
業

研
究

に
現

れ
た
も

の
で
あ

る

と
考

え
ら

れ
ま
す
。

こ
う

し

た

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク
を
中
心

と
し

た
研
究

を
担

っ
た

の
が
、

澁
澤
敬

三
の
も

と

で
育

て
ら

れ
た
宮
本

常

一
、
櫻

田
勝
徳

、
山

口
和

雄
、
伊

豆
川

浅
吉
、

椿
嘉

「
郎

な
ど

で
あ

り
ま

し
た
。

昭
和

一
〇
年

に
櫻

田
勝
徳

は

「
隠
岐
島

前

に
於

け

る
糸
満

漁
夫

の
聞

書

き
」

を
、

ま
た

同
年

に
、
山

・
和
雄

と
と
も

に

「
隠
岐
島

前
漁

村
採
訪
記
」
を
ア
チ

ッ
ク
、、、
ユ
ー
ゼ
ア
ム
ィ

ト
に
発
表
し

て
い
ま
す
。
ま
た
宮
本
堂

は
昭
和

=

年

に

「
周
防
大
島
を
中
心
と
し
た

海

の
生
活
誌
」
茎

.
い
て

い
ま
す
。
フ、
の
頃

に
は
佐
藤
三
次
郎

の

「北
海
道
幌
別
漁
村
生
活
誌
」

(昭
和

三

年
)
・
岩
畢

;

士
心
摩

の

婁

」

(昭
和

丙

年
)
、
櫻

田
勝
徳

.
山

・
和
雄

「美
保
関

・
広
島

三
津

・
伊
予
大

三
島
漁
村
採
訪
記
」

(昭
和

=

年
)
・
櫻

田
勝
徳
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「土

佐

四
万
十

川

の
漁
業

と
川
舟

・
土
佐

漁

村

民
俗

雑

記
」

(昭

和

一

一
年

)
、
伊

豆

川
浅

吉

「
土

佐
漁

業

聞
書

」

(昭

和

一

一
年

)
、

藤
木

喜
久
麿

「新
島

採
訪

記

」

(昭
和

一
一
年

)

な
ど

が

ア
チ

ッ
ク

こ
こ
ユ
ー
ゼ

ア

ム
か
ら
公
刊

さ
れ

て

い
ま

す
。

こ
う

し
た
澁
澤

敬

三

の
も
と

で
育

て
ら
れ

た
ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム
の
所

員

・
同

人

に
よ
る
漁
業

.
漁
村

民
俗
、

漁
民

の
生

活
誌

が
実

を
結

ぶ
な

か
で
、
昭
和

一
二
年

に
は
進
藤

松
司

の

「安

芸

三
津
漁

民
手
記

」
が

ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
彙
報

に
発
表

さ
れ

て

い
ま

す
・

こ
れ
は
瀬
戸
内

の
漁

師

で
あ

る
進

藤
松

司

に
日

々

の
生

業

や
生
活

を

ま
と

め
さ

せ
た
漁
民

手
記

で
す
。

.」
の
手

記

は
男
鹿
寒

風
山

麓

の
農
民
吉
田
三
郎

に
ま
と
め
さ
せ
た

勇

鹿
寒
風
山
麓
農
昏

録
L

(昭
和

三

年
)

と
と
も

に
澁
澤
敬
三

の
農
山
漁
村

に
近

づ
き
、
そ

の
実
態

に
即
し
た
地

道

な
研

究

を
進

め
、

研
究

の
基

礎
領
域

の
開
拓

に
努

力

す
る
姿

を
示

す
も

の
と
言

え

ま
す
。

と

こ
ろ

で
漁

業

・
漁

民

・
漁

村

の
民
俗

や
物

質
文

化
、

民
具

研
究

に

つ
い
て
は
来

年
度

の
講
座

で
検

討

す
る

こ
と

に
し
て

い
ま
す

の

で
、

こ

こ
で
は

こ
れ
以
上
述

べ
ま
せ

ん
。

た
だ

、
今

回

の
講
座

に
小
島
孝
夫

・
田
邉
悟

両
氏

に
講
師

を

お
願

い
し
た
立.心図

に

つ
い
て
若
干

ふ
れ

て
お
き
た

い
と
思

い
ま

す
。

澁
澤
敬
三
に
迎
え
ら
れ
、
ア
チ

ッ
ク

三

ユ
↓

ア
ム
の
所
員
と
し
て
漁
業

・
漁
村
史
研
究

に
携
わ
り
、
柳

田
國
男
の
民
俗
学
と
は
若

干
方
法
を
異
に
す
る
民
俗
学
、
物
質
文
化
研
究
を
築

い
て
き
た
宮
本
室

、
櫻

田
鷺

が
漁
業

.
漁
民

.
漁
村
民
俗
の
研
究

に
先
馴
的
役

割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
こ
こ
で
改
め
て
触
れ
る
必
要
が
な

い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
民
俗
学
や
民
具
研
究

に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る

私
が
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所

に
か
か
わ
る
な
か
で
民
俗
学
や
民
具
研
究

・
物
質
文
化
研
究
を
学
ぶ
な
か
で
、
民
俗
学
の
流
れ

の
な
か
に

は
伝
承
主
体

の
把
握

に
力
点
を
置

い
た
、
た
と
え
ば
漁
民
を
中
心
と
し
た
、
漁
民
、
漁
民
家
族
、
船

の
乗
組
仲
間
を
中
、心
と
し
た
、
そ
の

意
味
で
は
属
人
的
と
言

い
得

る
研
究
と
民
俗
事
象
の
基
底

に
あ
る
生
産
技
術
、
労
働
組
織
、
村
や
地
域

の
社
会
構
造

に
視
点
を
据
え
た
研

究
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
、
小
島
孝
夫
氏

に
は
前
者
を
、

田
邉
悟
氏

に
は
後
者

の
切
り
・
か
ら
漁
業

.
漁
村

に

関
す
る
民
俗
学

の
流
れ
を
振
り
返

っ
て
い
た
だ

こ
う
と
し
た
次
第
で
す
。
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三

戦
後
漁
業
史
の
展
開
と

日
本
常
民
文
化
研
究
所

前
節

で
述

べ
た
よ
う

に
、
大

正
末
年

か
ら

昭
和

に

か
け

て
、
殊

に
ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

に
水
産
史

研
究

室

(祭

漁

洞
文
庫
)

が

開

設

さ
れ
、
澁

澤
敬

三

と
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

に
集

ま

る
所

員

・
同

人

に
よ

る
漁
業

・
漁
民

・
漁
村

に
関

す

る
歴
史

や
民

俗

の
研

究

が
始

ま
る

と
、
わ
が
国

の
漁
業

・
漁
民

・
漁
村

研
究

は
飛

躍
的

な

発
展
を

と
げ

て
き

ま
し

た
。

こ
う
し

た
研
究

の
流

れ
も
、
第

二
次

大
戦

に
よ

っ
て
中

断

さ
れ
ま

す
。

し

か
し
、
戦

争

も
終

り
ま
す

と
、
食
料

事
情

の
悪
化

の
な

か
で

漁
業

が
注
目

さ

れ
、

さ
ら

に
日
本
社

会

の
民
主
化

、
近

代
化

が
至
高

の
課

題
と

な

る
な

か
で
漁

業
研

究

は
新

た

な
展
開

を
示

す

こ
と

に
な

り

ま
す
。

漁
業

経
済
史

研

究

の
先

駆
者

で
あ

る
羽
原

又
吉

は

『
日
本
漁
業

経
済
史

』
上

巻

(岩
波
書

店
、

一
九

五

二
年

)

の
序

文

で

「
私

は

か
な

り
以
前

か
ら

日
本
漁
業

経
済
史

の
研

究

を

お
も

い
立

っ
て
、

と
も

か
く
今

日

ま

で
そ

の
仕
事

を
続

け

て
き
た

の

で
、

よ
し

そ

の
内
容

は
貧

弱

で
も
多

少

の
結

果

を
収

む
る

こ
と
を

え
た

と
こ

ろ
で
、

こ

の
ご

ろ

の
傾
向

と

し

て
若

き
学
徒

の
間

に
、
専

ら
漁
業

史

を
専
攻

せ
ん

と
す

る
人

々
や

ひ
ろ

く
文

科
系

統

の
若
人

に
し

て

こ
の
方

面

に
関

心
を
も

つ
も

の
が
多

く
な

っ
て
き
た

こ
と

は
、

日
く

れ

て
道

と

お
し

の
寂

し

さ
を
覚

え

て

い
た
老

骨

に
と
り
、
何

よ
り
も
希

望

に

み
ち
た
将
来

を
約
束

せ

ら
れ

た
よ
う

な
感

じ
が

す
る
。

こ

の
傾
向

は

こ
れ
を

明
治

の

末
年

ご

ろ

に
考

え
合

わ
す

る
と
、

そ

れ

こ
そ
真

に
隔
世

の
感

と

い
う

も

の
で
あ

ろ
う
」

と
述

べ
て

い
ま

す
。

戦
前

、
戦

後

の
漁
業
経

済
史
研

究

の
問

に
は
羽

原
を

し

て

「真

に
隔

世

の
感

」

と
言

わ
し

め
る

ほ
ど

の
変

化

が
あ
り

ま
し

た
。

そ

の
変

化

は
、
戦
後

の
民
主
化

に
と
も
な
う

中
央

水
産
業

会

の
解

体

に
至

る
ま

で
の
調

査
活
動

と
、
解

体

以
後
、

調
査

活
動

が
水

産
事

情
調

査
所

に
ひ
き

つ
が
れ

た
以
降

の
調
査

活
動

か
ら
始

ま

り

ま
す

。

こ
れ
ら

の
調
査

は
活

発
な
漁

民
運

動
、
組
合

活
動

と
直
結

し

て
す

す

め
ら

れ
、
戦
後

の
漁
業
制

度
改

革

を
契

機

に
急
速

に
展
開

し

て
き

ま
す
。

戦
後

の
漁
業

改
革

は
漁
業

制
度

そ

の
も

の

の
改
革

と

と
も

に
漁

民

の
協

同
組

合

、
漁
業

労
働

の
改
革

、

そ
し

て
何

よ

り
も
漁

民

の
人

間

と
し

て
の
解

放

、
漁

民

の
意

識
改
革

を
企

図

し
た

は
ず

で
あ
り

ま
す
。
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旧
中
央
水
産
会
か
ら
調
査
機
能
を
移
さ
れ
た
水
産
事
情
調
査
所

で
は
漁
場
調
査

(水
産
利
用
調
査
、
入
会
調
査
)
、
漁
家
経
済
調
査
を

す
す
め
・
さ
ら

に
漁
業

に
お
け
る
雇
傭
条
件
、
技
術
条
件
な
ど
の
労
働
調
査
を
中
央
労
働
学
園
、
労
働
科
学
研
究
所

に
依
託
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

の
調
査
は
漁
業
制
度
改
革

の

一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
漁
業
制
度
資
料

の
蒐
集
を
水

産
庁
よ
り
依
託

さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
漁
業
制
度

に
か
か
わ
る
諸
調
査
を
外
部

に
依
託
し
て
お
こ
な
う

一
方
、
農
林
省
統
計
調
査
部
で
は
昭
和

二
二
年

(
一
九
四

七
)
よ
り
二
四
年

(
一
九
四
九
)
ま
で
に
漁
業

セ
ン
サ
ス
と
漁
業
権

の
調
査
を

お
こ
な

っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
漁
業
制
度
改
革
を
媒
介
と
し
た
調
査
が
す
す
む
過
程

で
漁
業
研
究

は
漁
業
経
済
研
究

に
重
点
を
移
し
、
近
藤
康
男
を
中

心
と
し
た
漁
業
経
済
研
究

の
総
合
的
研
究
体
制
が

つ
く
ら
れ
、
昭
和

二
七
年

(
一
九
五
二
)

に
は
近
藤
康
男
を
理
事
長
と
し
て
漁
業
経
済

学
会
が
設
立
さ
れ
、
『漁
業
経
済
研
究
』
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

『漁
業
経
済
研
究
』

の
第

一
三
巻

二
号

(昭
和
三
九
年
)
で
は

「
澁
澤
敬
三
追
悼
記
念
号
」
が
特
集

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
漁
業
研
究
、
水
産
研
究

へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
漁
業
経
済
研
究

へ
の
問
題
関
心

の
傾
斜
は
漁
業
経
済
研
究
と
不
可
分

の
関
係

に
あ
る
漁
業
史
研
究

の
面

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

一
〇
年
代
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
羽
原
又
吉

の
漁
業
経
済
史

の
研
究
は
、
昭
和
二
四
年

に

『
日
本
古
代
漁
業
経
済
史
』

(改
造
社
)

と
し
て
刊
行

さ
れ
・
同
二
七
年

か
ら
三
〇
年

に
か
け
て

『日
本
漁
業
経
済
史
』

(全

四
巻
)
と
し
て
岩
波
書
店

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

羽
原

の
こ
の
著
書

は
、
三
二
年

に
岩
波
書
店

か
ら
刊
行
さ
れ
た

『近
代
日
本
漁
業
経
済
史
』
と
と
も
に
中
世
か
ら
近
世

に
か
け

て
の
漁
業

技
術
、
漁
業
制
度

の
流

れ
を
実
証
的

に
明
ら
か
に
し
た
最
初

の
成
果
と
し
て
　目同
い
評
価
を
う
け
て

い
ま
す
。

終
戦
問
も
な

い
こ
の
時
期

に
は
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究
室

で
研
究
活
動
を
続

け
て
き
た
山

口
和
雄

の

『
日
本
漁
業

史
』

(北
隆
館
、
昭
和

二
二
年
)
、
『
日
本
漁
業
経
済
史
研
究
』

(北
隆
館
、
昭
和
二
一二
年
)
も
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
漁
業
経
済
史
研
究
が
戦
後
間
も
な

い
、
し
か
も
物
資
が
欠
乏
し
て

い
る
こ
の
時
期

に
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
漁
業
制
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度
改
革

に
と
も
な
う
漁
業

.
漁
民

.
漁
村

の
民
主
的
改
革

の
流
れ
に
押

さ
れ
た
社
会
的
要
求

に
そ

っ
た
現
象

で
あ
り
・
羽
原
は

『
近
代
日

本
漁
業
経
済
史
』
に
お
い
て
中
世

か
ら
近
世

に
か
け
て
の
、
村
総
有
的
地
先
漁
場
が
、
個
人
所
有
漁
場

に
転
化
す
る
過
程
を
分
析
し
て
い

る
こ
と
は
、
羽
原
の
昭
和

一
〇
年

か
ら
の
研
究
が
戦
後

の
漁
業
制
度
改
革

の
影
響
を
受
け

て
視
座

の
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
を
示
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期

に
は
直
接
、
漁
業
制
度
改
革
を
問
題
と
し
た
漁
業
史
研
究
も
現
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

二
三
年

に
北
隆
館

か
ら
刊
行

さ
れ
た
原

暉
三

の

『
日
本
漁
業
制
度
史
論
』
や
清
水
弘

・
小
沼
勇

の

『日
本
漁
業
経
済
発
達
史
序
説
』

(潮
流
社
、
昭
和

二
四
年
)
が
そ
れ
で
す
。

小
沼
勇
は
水
産
庁

の
役
人
で
、
漁
業
制
度
改
革

の
原
案
作
成
か
ら
、
改
革

の
実
施
過
程

で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
若
手

の
実
力

者

で
す
。

こ
う
し
た
、
漁
業
に
関
す
る
研
究
も
、
戦
後

の
改
革

の
波
が
落
着
き
を
示
す
な
か
で
昭
和

三
〇
年
代

に
な
る
と
新
川
伝
助

の

『漁
業

に

お
け
る
資
本
主
義

の
発
達
』

(東
洋
経
済
、
昭
和

三
三
年
)
、
二
野
瓶
徳
夫

の

『漁
業
構
造

の
史
的
展
開
』

(御
茶

の
水
書
房
、
昭
和

三
七

年
)
、
荒
井
英

二
の

『
近
世
日
本
漁
村
史

の
研
究
』

(新
生
社
、
昭
和
三
八
年
)
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
き
ま
す
。

二
野
瓶
徳
夫

の
研
究
は
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
所
員
と
し
て
、
同
研
究
所
が
水
産
庁

か
ら
依
託
さ
れ
た
漁
業
制
度
改
革

の
資
料

の
蒐

集

に
参
加
し
、
日
本
常

民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究

の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
す
が
、
新
川
伝
助
の
研
究
は
新
川
自
身
が

「従
来

の
研
究

の
多

く
は
漁
業

の
技
術
的
側
面
、
あ
る
い
は
漁
業

の
叙
述

に
と
ど
ま
り
…
…
、
漁
業

に
お
け
る
資
本
制
経
営

の
生
成
発
展

に
焦
点
を
お

い

た
本
書
こ
そ
、
日
本
漁
業

の
経
済
構
造
を
体
系
的

に
分
析
し
た
最
初

の
も
の
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
長

い
間

わ
が
国

の
漁
業
史
研

究

に
と

っ
て
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
澁
澤
敬
三
と
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
流
れ
を
汲
む
研
究

と
は
違

っ
た
・
そ
の
意
味
で
は
漁

業
史
研
究
が

一
般
化
し
た
、
学
問
と
し

て
の
自
立
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し

か
し
、
そ

の
後

の
展
開
を
み
ま
す
と
、
漁
業
史
、
漁
業
経
済
史
研
究
が
歴
史
学

の
な
か
で
十
分
な
地
位
を
確
立
し
、
研
究
も
必
ず
し

も
進

展
し
て
い
る
よ
う

に
は
思
え
ま
せ
ん
。
私
自
身
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
て
も
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
を
神
奈
川
大
学

に
招
致
し
、
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そ
の
再
建

を
志
す
ま
で
は
ま

っ
た
く
漁
業

に
つ
い
て
の
関
心
は
な
か

っ
た
し
、
澁
澤
敬
三
の
立.心思
と
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
研
究
活
動

を
現
在
と
い
う
時
点
で
批
判
的

に
継
承
す
る
道
を
さ
ぐ
る
な

か
で
漁
業
史
研
究
を
お
こ
な

っ
て
き
た

(拙
著

『
近
世
海
村

の
構
造
』
吉
川

弘
文
館
・

一
九
九
八
年
、
『近
世
漁
民

の
生
業
と
生
活
』
吉

川
弘
文
館
、

天

九
九
年
)
の
で
す
が
、

い
ま
だ

に
研
究
史

の
流
れ

の
な
か

で
澁
澤
敬
三
と
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究

の
も

つ
意
味
を
明
確

に
で
き
な

い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

戦
後
の
漁
業
制
度
改
革
と
は
何

か
、
改
革

の
対
象
と
し
た
漁
業

の
封
建
性
、
漁
業

の
前
近
代
性
と
は
何

か
、
そ
れ
が
従
来

の
漁
業
史
研

究

の
あ
り
よ
う
と
ど
う
か
か
わ

っ
て
き
た
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
を
明
ら
か
に
し
な

い
と
、
戦
後

の
漁
業
史
研
究
を
批
判
的

に
継
承
す
る

こ
と
も
、
特

に
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
今
日
的
課
題
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な

い
と
考
え
、

二
野
瓶
先
生
に
そ
の
点
を
お
聞

き
し
て
お
き
た

い
と
思

っ
て
本
日

の
講
師
を
お
願

い
し
た
次
第
で
す
。

私
自
身
も

こ
の
点
を
目
下
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
論
述
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
以
下
、
本
講
座

を
準
備
し

て
い
る
過
程

で
感
じ
た
問
題
を
残

さ
れ
た
課
題
と
し
て
列
挙
し
て
お
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
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四

残
さ
れ

た
課
題

ー
ー

む
す
び
に
か
え
て

戦
後

百

本
民
主
化
L

の

一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
漁
業
制
度
改
革

は
、
日
本
漁
業

の
基
本
構
造

に
触
れ
る

一
大
改
革
で
あ
り
、
戦
後

の
漁
業
経
済
史
研
究
・
漁
業
史
研
究
も

こ
の

「制
度
改
革
」

に
刺
激
さ
れ
て
、
新

た
な
段
階

に
入

っ
な

、
と
は
す
で
に
述

べ
た
通
り

で
あ

り
ま
す
。

漁
業
経
済
研
究
協
議
会
を
発
展
的

に
解
消
し
、
漁
業
経
済
学
会
を
新
し
く
発
足
さ
せ
、
そ

の
理
事
長

に
な

っ
た
近
藤
康
男

(当
時
、
東

京
大
学
農
学
部
教
授
)
は
漁
業
経
済
学
会
発
足

に
あ
た
り
、

「
漁
業
制
度
改
革
を
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
多
く

の
研
究
者
の
注
目
を

ひ
か
な
か

っ
た
漁
業
乃
至
漁
村
と

い
・つ
も
の
が
、
急

に
研

 究
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と
は
終
戦

後

の
経
済
学

会

の
顕
著

な
動

き

の

;

で
あ

っ
た
が
、

そ

の
よ
・つ
な
動

き

に
お

い
て
、

イ

ニ
シ
ア
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を
と

っ
た

の
は
水
産
庁

で
あ

っ
た
。
水
産
庁
は
制
度
改
革
を
遂
行
す
る
途
上
、
そ
の
必
要

か
ら
多

く
の
研
究
者

に
向

っ
て
漁
業

の
問
題

に

注
意
を
向
け
る
こ
と
を
要
請
し
、
そ
の
外
か
く
を
な
す
諸
研
究
団
体
を
通
じ

て
こ
れ
を
動
員
し
た
と
い

っ
て
も
言

い
過
ぎ

で
は
な
い
ほ
ど

で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
学
問
上
か
ら
も

一
つ
の
功
績

で
あ

っ
て
、
幾
多

の
事
例

の
調
査
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な

い
複
雑
な
社
会
関
係
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
と
は

い
え
、
そ
れ
で
も
研
究
者

の
不
足
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
事
実

で
あ

っ
た
。
殊

に
社
会
科
学

の
性
格
と
し
て
、
史
学
、
法
制
、
商
業
、
労
働
、
技
術
な
ど
広
汎
な
専
門
的
知
識
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
漁
業
と

い
う
分

野

へ
総
合
集
中
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
専
門
研
究

の
多
く
は
漁
業

と
い
う
研
究
分
野

の
経
歴
に
お

い
て
若
く
・
先
人

の
遺
産

の
上

に
新
ら
し
き
も

の
を
加
え
る
と

い
う
途
を
歩
く

こ
と
は
で
き
ず
、
客
観
的

に
み
て
極
め
て
初
歩
的
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で

き
る
か
迷
う

こ
と
が
多

か

っ
た
」

(『漁
業
経
済
研
究
』
第

二
巻
第

一
号
、

一
九
五
三
年
)
と
述

べ
て

い
ま
す
。

こ
の
近
藤
康
男

の
挨
拶
に
も
あ
る
よ
う
に
、
戦
後

の
漁
業
研
究
、
漁
業
史
研
究
は
漁
業
制
度
改
革
を
機

に
新

た
な
道
を
歩

き
は
じ
め
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
近
藤
康
男
は
挨
拶

の
末
尾
に

「
漁
業
制
度
改
革
も
主
要
な
課
題
を

一
応
完
了
し
た
今

日
に
お

い
て
は
研
究
者

の
任
務
も
自
ら

重
点
が
移

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
精
力
的

に
実
施
し
た
各
地

の
実
態
調
査
や
官
庁
が
行

っ
て
い
る
色

々
な
統
計
調
査
を
消
化
し
て
・

こ
れ
を
理
論
的
に
整
理
し
、
こ
れ
を

一
般

の
認
識
を
深

め
る
上
に
役
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
漁
研
協
が
発
展
的
に
解
消

し
て
・

学
会

と
し
て
発
足
し
た
所
以
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
水
産
庁
か
ら
漁
業
制
度
史
料

の
蒐
集
を
依
託
さ
れ
、
そ
の
仕
事
を
お
こ
な

っ
た
の
は
昭
和

二
四
年

(
一
九
四

九
)
か
ら
水
産
庁

の
委
託
助
成
が
切
れ
た
三
〇
年

(
一
九
五
五
)

で
し
た
。
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究
室

の
活
動
も
、

こ
の

史
料
蒐
集
、
史
料

の
ま
と
め
と

一
部

の
研
究
成
果

の
発
表
を

一
九
五
〇
年
代
後
半

ま
で
は
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
近
藤
が
述

べ

て
い
る
よ
う

に
漁
業
制
度
改
革
ご

と
が

一
応
完
了
し
、
漁
業
経
済
学
会
が
発
足
し
た
前
後
か
ら
、
蒐
集
し
た
史
料
を
活
用
し
、
新
た
な
漁

業
史
を
生

み
だ
す
研
究
を
積

み
重
ね
て
こ
な
か

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
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そ
の
後

の
漁
業
史
研
究

は
山
口
和
雄
、

二
野
瓶
徳
夫
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
人
々
の
個
人
の
研
究
活
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
常
民
文
化
研
究
所

は
昭
和
三
八
年

(
一
九
六
三
)

一
〇
月
二
九
日
に
創
設
者

で
あ
り
主
宰
者
で
あ
る
澁
澤
敬
三
を
失

い
、
そ
の
後

は
財
政
的

に
も
ピ
ン
チ

に
陥
り
、
漁
業
史
研
究
室

は
ほ
と
ん
ど
活
動
を
停
止
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と

に
置

か
れ
た

同
研
究
所
を
神
奈
川
大
学

に
招
致
し
、
再
建

す
る
活
動
を
始

め
た
の
が
昭
和
五
六
年

(
一
九
八

]
)

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
漁
業
史
研
究
-

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
活
動

と
し
て

を
再
開
す
る
場
合

に
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
・
漁
業

の
置
か
れ
て

い
る
今
日
的
状
況
と
そ
こ
で
の
課
題

と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
お
こ
な

っ
て
き
た
漁

業
史
研
究
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

同
研
究
所
を
引
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
私
は
、
戦
前

か
ら
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
漁
業
史
研
究

の
蓄
積

が
あ
る
九
十
九
里
の
鰯
地

曳
網
漁
業

・
漁
村
と
伊
豆
内
浦

の
漁
業

・
漁
村

の
調
査
を
お
こ
な

い
、
そ
の
な

か
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
過
程
で

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
と
質
量
と
も
に
倍
す
る
史
料
を
内
浦
諸
村

の
調
査

で
蒐
集
す
る
こ
と
が

で
き

た
し
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
五
味
克
夫
が
分
析
対
象
と
し
た
江
梨
区
有
文
書
、
斉
藤
家
文
書

は

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』

の
編
纂
過

程

で
は
蒐
集
さ
れ
て

い
な

い
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
た
が

っ
て
漁
民
史
料
編
纂
段
階

の
調
査

は
、

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き

た
ほ
ど
、
徹
底
し
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
点

は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、
改
め
て
言
う
必
要
の
な

い
こ
と
で
す
が
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
活
動
を

『覚
書
』

に
そ

っ
て
継

承
し
て

い
く
場
合
、
研
究

の
蓄
積
も
、
資

・
史
料

の
蒐
集
も
研
究
所

の
内
外
を
問
わ
ず
拡
大
し
て
い
る
今
日
的
状
況
の
も
と
で
は
、
過
去

の
研
究
所

の
成
果
を
完
結
し
た
、
完
全
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
を
引
継
ぎ
そ
の
成
果
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
と
し
て

い
く
作
業
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
も

の
と
考
え
、
あ
え
て
触
れ
た
次
第

で
す
。
そ
れ
は
前
人
未
到

の
名

著

と
呼
ば

れ
る

『
日
本
魚
名
集
覧
』
も

『日
本
常
民
生
活
絵
引
』
も

『式
内
水
産
物
需
給
試
考
』
も

『
日
本
漁
民
事
績
略
』
も
新
し

い
史
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漁業における歴 史と民俗

料
を
加
え
て
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
試

み
は
す
で
に
時
国
家

の
調
査
、

二
神
家
調
査
・
進
藤

松
司
氏

の

「
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
叢
書
」
等

の
編
纂

に
よ

っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動
が
必

ず

し
も
意
識
化

さ
れ
た
本
研
究
所
の
活
動
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
な

い
こ
と
も
事
実

で
す
。
こ
の
点
を
ど
う
本
研
究
所
の
課
題
と
し

て
内
実
化
し
て
い
く
の
か
は
今
後

に
残
さ
れ
た
課
題

で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
課
題
は
あ
る
意
味
で
は
物
理
的

に
解
決
し
得
る
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
子
供

の
頃
と
大
学
時
代
を

過

し
た
九
十
九
里
や
西
伊
豆
を
調
査
地
に
選
び
、
調
査

に
入

っ
て
目

の
当
り
に
し
た
漁
村

の
姿
は
、
漁
業
や
漁
村

の
活
気
も
に
お
い
も
失

わ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
姿

は
戦
前

の
漁
業

・
漁
村
研
究
、
戦
後

の

一
定
時
期
漁
業
が

に
ぎ
わ
い
を

み
せ
た
時
代

の
漁
業

.
漁
村
研

究
と
は
ま

っ
た
く
意
味
合

い
の
違

っ
た
視
点

か
ら

の
分
析
が
必
要

で
あ

る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

先

に
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム
以

前

の
漁
業
研
究
、
さ
ら
に
羽
原
又
吉
の
研
究

に
も
資
源
論
的
観
点

の
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
今
日

の
漁
業
資
源

の
枯
渇
状
況
を
漁
業
、
漁
村

の
現
状

か
ら
感
じ
た
感
覚
が
も
た
ら
し
た
も

の
で
す
。
明
治

四
四
年

(
一
九

=

)
三
月

に
農
商
務
省
水
産
局
が
お
こ
な

っ
た

『漁
業
ト
林
業
ト

ノ
関
係
調
査
』
は
森
林

の
繁
茂
荒
廃

に
よ
る
漁
獲
物

の
増
減

の
実
態

を
調
査
し
た
も

の
で
あ
り
、
私
も
目
下
検
討

し
な
お
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
新
た
な
視
点
か
ら
明
治
以
来

の
資

・
史
料
、
各

種

の
調
査
書

に
蓄
積
さ
れ
た
成
果
を
再
検
討
す
る
こ
と
も
、
今
後

に
残

さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

次

に
今
日
、
報
告
を
準
備
す
る
過
程

で

『漁
業
経
済
研
究
』
を
ざ

っ
と
眺
め
て
み
た

の
で
す
が
、
そ
の
な
か
で

い
く

つ
か
の
論
文
が
引

か
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の

一
つ
は
漁
業
経
営

の
不
安
定
性

に
か
か
わ
る
問
題

で
す
。

私
は

一
〇
年

ほ
ど
前
か
ら
豆
州
内
浦

の
漁
村

(海
村
)
の
調
査
研
究
を
お
こ
な

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
沿
岸
漁
業

の
不
安

定
性

を
魚
種
ご
と
の
漁
獲
量
の
変
化
を
比

べ
、
魚
種

に
よ
り
、
年
ご
と

に
漁
獲
量

に
変
化

が
あ
る
こ
と
。
そ
の
変
化
が
潮
流
、
海
流
、
水

温

の
変
化
と

い
っ
た
自
然
環
境
の
変
化

に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た

(
『近
世
海
村

の
構
造
』
第
四
章
、
吉
川
弘
文
館
、

↓
九
九

八
年
)
。
し
か
し
、
今
回
の
報
告
を
準
備
す
る
過
程
で

『漁
業
経
済
研
究
』
を
み
て
い
ま
す
と
、
漁
業
経
営

の
不
安
定
性
は
魚
類

の
も

つ
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自

然
環

境

に
規

定

さ
れ

た
不
安
定

性

だ

け
で

は
な
く
、
漁

業
経

営

そ
れ
自
体

の
な

か

に
内
在

す

る
不
安
定

条
件

が
あ

る

の
で
は

な

い
か
と

感

じ

た
わ

け

で
す
。
も

ち

ろ
ん
、
当

時

の
漁

業
経

済
学
者

は
漁
業
経

営

の
拡

充

を
阻

害
す

る
要

因
を
問

題

と
し

て
、
鰹

の

一
本

釣
漁

業

で

は
・

一
船

一
家
主

義

を
と

る
船

元
経

営

と
、
近

代
的
雇

傭
関

係

を
組
織

の
原

理

と
す

る
経
営

と

で
は
、
後
者

は
船

を

二
艘

、
三

艘

と
増

し

て
経
営

を
拡
大

す

る

こ
と
が

で
き

る
が

、
前
者

の
場

合

は
同
族

が
漁
船

、
漁
業

の
漁
携
組

織

を
押

え

て

い
る
限

り
、
船
を

大

き
く

す
る

こ

と

は
で
き

ま
す
が

、
船
数

を
増

す

こ
と

は

で
き

な

い
。

一
船

一
家

主
義

が

経
営

の
拡
大

を
阻
害

し

て

い
る
と

い
う
議
論

が
あ

る

こ
と
を
、

例

え
ば

山
本

敬

三
郎

「漁

業
協

同
組
合

と
中

小
漁

業
」

(
『漁
業

経
済

研
究

』

三

一
)
な

ど

か
ら
感

じ

た

の
で
す
。

こ
の
点

は

つ
い
最
近

『漁
業

経
済

研
究

』

の
バ

ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
読

み
流

し

て

い
る
時

に
頭

の
片
隅

に
残

っ
た
も

の
で
、

そ

の
論

拠

も
十

分
検

討

し

た

わ
け

で

は
あ

り
ま

せ
ん
。

こ
れ

か
ら
再
度

調

べ
て
読

ん

で

み
よ
う

と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

こ

こ
で
は
あ

ま
り
漁
業

史
だ

と

か
漁
業

経
済
だ

と
か
漁

業

民
俗

だ
と

か

に
こ
だ

わ
ら
ず

に
、
今

日
漁
業

、
漁

民
、
漁

村

の
置

か
れ

て

い

る
立

場

を
考

え

な
が

ら
、
史
料

は
も

ち
ろ
ん
研
究

史

と
も
対

話

し
な
が

ら
研
究

を
進

め

て
く

れ
る

こ
と
を
若

い
研
究
者

に
期

待

し
、
蛇

足

で
は
あ

り
ま

す
が

一
言

ふ
れ
た
次

第

で
す
。

(本

稿

は
当

日

の
テ
ー
プ

を

も

と

に
話

す

こ
と
が

で
き

な

か

っ
た
草
稿

を
加

え
な

が
ら
書

き

直

し

ま
し

た
)
。
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